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２００９年１２月１６日 

報道資料 

地デジの多チャンネル録画をグループ機能で実現・最大１２チャンネルまで地デジを同時録画 

地デジの全チャンネル録画が可能なＧシリーズ登場！！ 
ハイビジョン録画できる地上デジタルチューナーに新たにＧシリーズ登場！！  

ハイビジョンロクラクＳｌｉｍ・ＮＥＯ－Ｇ発表 

○ 新登場！！ハイビジョンロクラク（録楽） Slim (スリム) NEO-G (ネオジー) ： ￥３３，０００（税別） 

株式会社日本デジタル家電は、今年１０月に発表した最大１３台のハードディスクを同時に接続して地デジ・

ハイビジョンを録画できる「ハイビジョンロクラクSlim・NEO」の上位機種として、業界初の「グループ機能」を

搭載し、家庭内ＬＡＮで複数台が連動することで地デジ・ハイビジョンの全チャンネル録画を実現可能にした、 

「ハイビジョンロクラクSlim・NEO-G」（読み：ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ・ﾛｸﾗｸ・ｽﾘﾑ・ﾈｵ・ｼﾞｰｼﾘｰｽﾞ）を新たに発表します。 

ＮＥＯ・Ｇシリーズは、ＮＥＯの全機能をそのまま継承して単体として地上波デジタルチューナー／レコーダと

して動作するだけではなく、ＬＡＮにより複数のＮＥＯ・Ｇが協調連動して、１台のＮＥＯ・Ｇから他の空いて

いるＮＥＯ・Ｇにリモートで録画予約を指令でき、別々の部屋にあるＮＥＯ・Ｇが協調動作して多チャンネル同

時録画を手軽に簡単に実現します。最大で１２チャンネルまでの連動が可能で（地デジチューナーの最大チャン

ネル割当数が１２のため）地デジ・ハイビジョン放送の全チャンネル同時録画が可能となります。しかも全ての

ＮＥＯ・Ｇが平等にＬＡＮ上の空いている他のＮＥＯ・Ｇを協調利用できるのが特徴です。（グループ機能［１］

協調同時録画機能） 

 

さらに、ＮＥＯ・Ｇでは、地デジ録画機としては初めてディスクの共有ができるようになりました。（＊注１）

つまり別の部屋のＮＥＯ・Ｇで録画したハードディスクでも手元のＮＥＯ・Ｇに繫いで直接再生ができるように

なりました。（＊注１）（グループ機能［２］ディスク共有機能）そして、新たな便利機能として、ダビング１０を

使ってディスクを丸ごと自動的にコピーしてくれる新機能も加わりました。地デジの録画データはデータ量が多

く１つ１つのコピーで長時間待たされるのは実用上たいへん不便です。しかしこのミラーディスク機能なら電源

オフのスタンバイ時に空いている時間を活用してマスターディスクとまったく同じミラーディスクをＮＥＯ・Ｇ

がこつこつと自動的にバックアップしてくれるためストレスのない本体機能の利用と意識しないバックアップが

容易に可能です。（グループ機能［３］ミラーディスク機能） 

ＮＥＯ・Ｇは、ＬＡＮにより複数台のＮＥＯ・Ｇが協調する多チャンネル同時録画や録画ディスクの排他的共

有、さらにはディスク丸ごとの自動バックアップ機能など３つの革新的な機能を搭載し、新しい地デジ録画機器

のファミリーユースを可能にしながら\34,650（税込）という低価格を実現しました！！また,既存のＮＥＯから

は差額￥５０００（税別）でＧシリーズ機能への移行も可能です。（期間限定） 

本製品（グループ機能レベルＡ）は、まずネット（http://www.rokuraku.com）限定でのプレミア販売を１２月

２４日から開始し、さらに上位機能のグループ機能レベルＢを来年２月、グループ機能レベルＣを３月に発表し、

４月より一般販売を予定しています。尚初回のネットプレミア販売での購入者にはプレミア特典として後から発

売されるレベルＢ及びレベルＣのグループ機能ファームを無料で提供する予定です。 
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○ ハイビジョンロクラク Slim(スリム) ＮＥＯ-G の主な機能 (２００９.1２.１５ 現在のものです) 

 
（＊注１）ディスク共有には録画した機器がＬＡＮに接続されていている必要があり再生は排他制御で同時には１台のみです。。 
株式会社 日本デジタル家電  

   本社事務所：〒430-7725 静岡県浜松市中区板屋町 111-2（浜松アクトタワー25F） 

   ＵＲＬ:  http://www.rokuraku.com 

   担当者： 広報／営業 中村、佐藤(アシスタント) 

   ＴＥＬ(代表)： 053-454-1374  ＴＥＬ(直通)： 053-454-1381 

   Ｅ-ｍａｉｌ ： info2@rokuraku.com 
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ハイビジョンロクラクＳｌｉｍ・ＮＥＯ－Ｇシリーズのグループ機能解説図 

 

グループ機能（１）協調同時録画機能 

   １台 1台独立して利用できるだけではなく、家庭内ＬＡＮ接続で複数台のＮＥＯ・Ｇが連動します。 

   １台のＮＥＯ・Ｇから他の空いているＮＥＯ・Ｇに録画予約を指令、別々の部屋にあるＮＥＯ・Ｇが協調 

  動作して多チャンネル同時録画。最大１２チャンネルまて可能なため地デジハイビジョンの全チャンネル 

録画が実現可能になりました。 

 グループ機能（２）ディスク共有機能 

   別のＮＥＯ・Ｇに指示して録画した番組をディスクごと移動させ手元のＮＥＯ・Ｇで再生が可能です。 

 グループ機能（３）ミラーディスク機能 

   ダビング１０を使ってディスクを丸ごと自動的にコピーしてくれます。 

ミラー機能なら電源オフのスタンバイ時に空いている時間を活用してマスターディスクとまったく同じ 

ミラーディスクをＮＥＯ・Ｇがこつこつと差分をとり自動的にバックアップします。 

＜補足＞ 

 グループ機能・レベルＡ 家庭内非同期型協調機能（追記型ミラー機能・１対１型） 

 グループ機能・レベルＢ 家庭内同期型協調機能の追加（同期型ミラー機能の追加・１対多型） 

 グループ機能・レベルＣ グローバル協調機能の追加（多対１ミラー機能の追加） 


